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地産地SHOW

埼玉大学 斎藤ゼミ

Ⅰ．京田辺市の課題

実態：転入人口の増加

子供が地域について学ぶ機会が少なくなる。

自然動態 社会動態

出生 死亡 増減 転入 転出 増減

平成１６年 554 372 182 3,447 2,787 660

平成17年 590 368 222 3,820 2,755 1,065

平成18年 583 379 204 2,999 2,734 265

京田辺市の文化や情報を共有しにくい環境にある。

（京田辺について知らない大人が多い。）

課題：京田辺について大人も子供も知らない人が多くなる。



2009/3/12

2

小学生の
人材育成

食育の
推進（給
食で）

郷土愛の
向上

目的目標手段

課題：機会が少ないこと。大人も子供も知らない
どうしよう？→未来の子供たちにどう伝えていくか。
まず、未来の大人になる現在の子供に郷土愛を持ってもらうことが必要
（＝目標）
政策案発表！！！（子供をターゲットにした理由、給食を狙った理由）

食育とは

知育・・・・食の知識をはぐくむ。

徳育・・・・食に対する感謝の念と理解を深める。

体育・・・・心身の健康の増進を育てる。
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Ⅱ，政策手段

１ 家庭料理コンクール
～家族との連携による郷土愛～

２ 双方向のトレーサビリティー
～献立を通した子供と農家とのつながり～

３ 農業体験 with農家
～農家から知る生の「食」～

１．家庭料理コンクール

クラス内で家庭料理の発表会

クラス代表を決め、市のコンクールに出展

審査基準を満たした料理が、
給食のメニューとして出てくる。
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「地域に根ざした食育コンクール」（熊本県上天草市）

家庭でも食育が実践されることが重要

① 月1回保護者が、子どもたちの食べる1
食分の給食献立を作る。

② 我が家の食生活と学校給食の問題点を
振り返る。

事例

保護者が地産地消の推進の意義、旬の食材を取り入
れることの大切さを知り、家庭での食事の改善を図る。

聞く

考える

話す

食べる

・・・知識を身につける

・・・表現能力を高める。
論理的思考を育む。

・・・親とのコミュニケーション。
郷土愛を高める。

能動的行動
選ぶ
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京田辺市の現状 京田辺市の職員へのインタビューより

・給食で使われるお米
・６、７、９月に使用されるジャガイモ、玉ねぎ

●１００％京田辺産

●京田辺産のタケノコ、なすびを一部給食に
用いることがある

●給食だよりとして情報伝達している学校はある
が、献立の中でトレーサビリティーが行われてい
る例はない。

２．双方向のトレーサビリティー

学校給食地元農家

旬の食材
の提供

双方向にトレーサビリティーを導入！！

食材の利用方法
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トレーサビリティー

安心・安全

身近な人が生産

農家

児童・親

喜び・やりがい自分の情報

レシピ公開

身近な人が消費

３．農業体験 with農家

京田辺市の現状

●各小学校の校庭で農業体験を実施。

●種まきから収穫
まで様々な工程を
経験させている。
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知育

徳育

体育

●農業体験の指導を学校の先生がやるより
も、農家が中心となってやるほうがいい。

●さらに、そこで収穫されたものが給食で
食べられるようになると効果的である。

政策効果

効果

手段 知育 徳育 体育

１．家庭料理コンクール ○ ◎

２．双方向トレーサビリティー ◎

３．農業体験 ○ ○ ◎
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子供 親・農家

教える

育つ

知識の地産地消


